
墨 田 区（報道）            

                  令和５年６月９日 佐藤 
～ 「持続的な地域づくり」「ボトルtoボトル」での連携で、区をさらに盛り上げます ～ 

アサヒグループジャパン㈱との連携協定 及び 
アサヒ飲料㈱、ペットリファインテクノロジー
㈱との三者協定 を同時に締結 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《写真》①②協定締結式の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

墨田区は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。 

本日、区とアサヒグループジャパン株式会社（墨田区、代表取締役社長兼CEO濱田賢司）は、相互
の連携強化により本区内において持続可能な地域づくりを共創するため、連携協定を締結しました。 
本協定では、「持続可能な地域づくりの課題解決」「ゼロカーボン・資源循環の推進」「地域の健
康づくりの推進」「連携に関するPR活動・情報発信の強化」と、複数分野での連携について取り交わ
しました。 
効果的な推進のため、両者で定期的に協議し、従来から取り組んでいる本区の地域清掃活動「クリ
ーンキャンペーン」へのアサヒグループ社員の参加、災害時における飲料などの供給や避難場所の提
供に係る防災協定などの取り組みについて引き続き連携します。また、本協定を機に資源循環や健康
分野での取り組みを強化し、区内の中小企業に対して「適正飲酒セミナー」を実施するなど、さまざ
まな地域活性化の取組みを推進します。 
さらに、本協定に基づく「ゼロカーボン・資源循環の推進」の一環として、アサヒ飲料株式会社（墨
田区、代表取締役社長 米女太一）、株式会社 JEPLAN（川崎市川崎区、代表取締役執行役員社長 髙
尾正樹）の子会社で、ペットボトルの「水平リサイクル」（以下、ボトル to ボトル）向けのPETケ
ミカルリサイクルの商業運転を行う JEPLAN グループ：ペットリファインテクノロジー株式会社（川
崎市川崎区、代表取締役社長 伊賀大悟）とともに、使用済みPETボトルをケミカルリサイクルにより
PET ボトル商品に再資源化するボトル to ボトルの取り組みについて、三者連携協定を締結しました。
この連携協定において、区が回収した全てのPETボトルをペットリファインテクノロジーの工場でケ
ミカルリサイクルによりPET原料に再生し、アサヒ飲料のPET商品に再利用することを目指します。
2024年4月から取組みを開始し、年間で約1,200ｔのPETボトルが再利用される見込みです。 
今回の２つの協定の締結について山本区長は、「これまで双方で取り組んできた地域活性化や、防災
面での連携活動を引き続き行っていくとともに、ゼロカーボン・資源循環の取組の推進、区民の健康
づくりの分野における連携を更に強化し、持続可能な地域づくりにつながる共創を行っていきます。」
と話しました。 

（写真左から、山本 亨 墨田区長、濱田 賢司アサヒ
グループジャパン㈱代表取締役社長兼CEO） 

（写真左から、髙尾 正樹㈱JEPLAN 代表取締役執行
役員社長、山本 亨 墨田区長、米女 太一アサヒ飲料
㈱代表取締役社長） 



 

《協定概要》 
①墨田区とアサヒグループジャパン㈱との持続可能な地域づくりを共創するための連携協定（墨田区･
アサヒグループジャパン㈱） 
協定の目的：区とアサヒグループジャパン㈱が緊密に連携しながら、双方の特性及び資源を有効に活

用した協働による活動を推進することにより、持続可能な地域づくりの共創を通じて、墨
田区の一層の活性化及び相互の持続的な発展を図る。 

連携・協力事項：（１）持続可能な地域づくりの課題解決 
（２）ゼロカーボン・資源循環の推進 
（３）地域の健康づくりの推進 
（４）連携に関する PR 活動・情報発信の強化 

②ペットボトルの水平リサイクルの実施に関する協定（墨田区･アサヒ飲料㈱･㈱JEPLAN） 
協定の目的：区がアサヒ飲料㈱、JEPLANグループ：ペットリファインテクノロジー㈱と連携して、

ボトルtoボトルのリサイクルを実施し、ペットボトルの資源化率を高めるとともに、ケミ
カルリサイクル技術を用いて繰り返しリサイクル可能なペットボトルの再生を行う。 
また、令和６年度から開始する廃プラスチックの分別回収・再資源化の本格実施に向け
て、資源循環の可視化を行うことで地域への普及啓発も行う。 

連携・協力事項：・ボトルtoボトルに適した状態での回収に係る普及啓発 
・区で回収したペットボトル全量を、ケミカルリサイクルという手法を用いて再資
源化し、リサイクルペットボトルとして活用する。 

《問合せ》企画経営室 政策担当（協定①について） ℡03-5608-6231 
     資源環境部 資源循環推進担当（協定②について） ℡03-5608-6207 
※お問い合わせは午後５時までにお願いします。（広報広聴担当 ℡03-5608-6220） 


